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問題と目的
1 . 仮想的有能感
速水 (2006) は, 有能感を得ようとする際の現代人に









小 平 英 志
日本福祉大学 子ども発達学部
Effects of Undervaluing Others on Political Self-Efficacy and
Political Participation Among University Students
Hideshi KODAIRA
Faculty of Child Development, Nihon Fukushi University
Keywords：仮想的有能感, 政治的自己効力感, 投票行動, 青年期, 社会参加
Abstract
The effects of undervaluing others on political self-efficacy and political participation among university students
were investigated. We tested the following hypotheses: (a) Undervaluing others would be associated with evaluations
of government and political self-efficacy, and (b) this association would be stronger in people that have a high interest
in politics; (c) undervaluing others would have an effect on political participation that would be mediated by political
self-efficacy. Correlational analysis and structural equation modeling were conducted on a sample of Japanese univer-
sity students (N＝327). The result indicated that undervaluing others affected negative evaluations about the govern-
ing party, the opposition party, and politics in general. It also positively affected two types of political self-efficacy, the
capacity for political participation and political helplessness. Multiple population analysis using structural equation
modeling revealed that undervaluing others and self-esteem accounted for two types of political self-efficacy. Moreover,
the capacity for political participation had a positive influence on political participation among theose with high politi-
cal interest. The relationships between undervaluing others and social participation in adolescents and young adults is
discussed.
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ある (速水, 2006). 仮想的有能感は, 基本的に自尊感
情と無相関であることが示されているが (ex. 速水他,
2004；速水・小平, 2006), 速水 (2006) は仮想的有能
感と自尊感情との組み合わせにより 4つの有能感の類型
(以下, 有能感タイプとする) を区分して検討すること





























た. この結果は, 仮想型の生徒が勉強を ｢やらされてい
る｣ と捉えがちであったことを示している. また小平・











































































うか. 小平 (2012) は, 小平・速水 (2009) で測定され
た社会観が, 漠然とした社会のイメージであった点を指















以上を踏まえ, 本研究では下記 3点を仮説とし, 検証
を行う.













仮説 2 . 政治への関心が強いほど, 仮想的有能感と政
治に対する評価や政治への関わりについての
信念との負の関係は顕著となる
社会的比較理論 (Festinger, 1954) や自己評価維



























紙調査を実施した. 調査は 2回に分けて行われ, 第 1回
調査には 389 名, 2 か月後の第 2回調査には 369 名が参
加した. いずれの調査にも参加し, 回答データの結合が
可能であったのは 349 名であった. 本研究では, この
349 名のうち全ての回答に欠損が見られなかった 327 名
(男性 125 名, 女性 202 名) を分析対象とした. なお,
第 2 回調査時の対象者の平均年齢は, 18.77 歳 (標準偏
差 0.89) であった.
調査内容 ①他者軽視尺度 速水他 (2004) で作成さ
れた仮想的有能感尺度 (11 項目) を使用した.“自分の
周りには気のきかない人が多い”,“他の人の仕事を見て
いると, 手際が悪いと感じる”等の項目からなる. ｢全
く思わない｣ から ｢よく思う｣ までの 5件法で評定を求
めた.
②自尊感情尺度 有能感タイプによる検討についても
行うため, Rosenberg (1965) の自尊感情尺度の日本語
版 (山本・松井・山成, 1982) 10 項目を実施した. ｢あ
てはまらない｣ から ｢あてはまる｣ までの 5件法で評定
を求めた.




には, ｢あてはまらない｣ から ｢あてはまる｣ までの 5
件法で回答を求めた.
④政治的自己効力感尺度 原田 (2006) の政治的自己
効力感尺度を用いた. この尺度は 17 項目からなり, 原
田 (2006) の因子分析結果からは, 無力感 (5 項目),
判断力 (3 項目), 知識 (2 項目), 影響力 (4 項目), 正
当性 (3 項目) の 5 つの側面に要約可能であることが示
されている. 17 項目に対して ｢全くあてはまらない｣
から ｢とてもよくあてはまる｣ までの 4件法で回答を求
めた.
⑤政治に対する評価 調査時点での政治に対する評価
を探るため, a) 与党 (当時, 民主党) に対する評価, b)
野党に対する評価, c) 日本の政治に対する総合的評価




への参加, b) 立会演説会のテレビ放送の視聴, c) 投票
会場へ行き投票, の 3つの行動について, 自分が行うか
どうかを 3件法で評定するように求めた. なお, 選挙権
のない対象者についても, 選挙権があるものとして回答
をするように教示した.
調査時期と手続き 調査は 2012 年の 5 月および 7 月










たところ, それぞれα＝.82, .80 であった. 先行研究と
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同様に尺度得点を算出し, 以後の解析に用いることとし
た. 他者軽視得点の平均は 29.48, 標準偏差が 6.79, 自
尊感情得点の平均は 27.75, 標準偏差が 6.26 であった.
政治的関心 政治的関心尺度について, 原田 (2002)
と同様に主因子法による因子分析を実施したところ, 固
有値が 3.95, 1.01, 0.87 と減衰しており, 第 1 因子の寄




点を政治的関心得点とした (α＝.84). なお, 本研究で
も第 1因子の因子得点を算出し, 政治的関心得点 (合計
得点) との相関係数を求めたところ, r＝.99 の値が得ら




で.65, 知識で.63, 影響力で.26, 正当性で.40 であった.






(主因子法, プロマックス回転) を実施し, その因子構
造をもとに解析を行うことにした. 固有値を確認したと
ころ, 3.52, 2.63, 1.21, 1.16, 1.02, 0.94 と減衰して
おり, 5 因子解, 4 因子解, 2 因子解のそれぞれの因子
パターンを比較した. その結果, 因子の解釈が容易であっ






あり, 判断力の 3項目, 知識の 2項目, 正当性の 2項目,
影響力の 1 項目が絶対値.40 以上の因子パターンを示し
ていた. 政治に関する知識を有し, 発言できるとの自己
評価に関わる因子であると判断されたため, この因子を










感｣ とした. なお, 2 つの因子のいずれにも絶対値.40
以上の因子パターンを示さなかった項目は, 影響力の 3
項目, 正当性の 1項目であった.
原田 (2006) は, 因子分析から得られた 5つの因子が
2つの意味的に異なる側面に分類できることを指摘して
いる. 判断力, 知識, および正当性は, 個人の能力に対
する自信に関わる側面であり, より狭い意味での政治的




れた ｢政治関与の資質｣ と ｢政治に対する無力感｣ の 2





られる. 以降の分析には, ｢政治関与の資質｣ 因子, ｢政
治に対する無力感｣ 因子のそれぞれの因子得点を算出し,
用いることとした. なお, 2 つの因子得点の相関係数は
r＝-.12 (p ＜.05) であった.
政治に対する評価 政治に対する評価の 3 つの指標
(与党, 野党, 日本の政治) に関しては, まず対象者で
ある大学生がどのような評価を行っているかを確認すべ






は 39.27 であった. 一方で日本の政治に対する評価の平
均値は 37.12 であり, 30 点代が最も度数が高く, 次い
で 50 点代が多かった. 3 つの評価の相関係数を算出し
たところ, r＝.74～.80 の係数が得られた. 特に与党へ
の評価と野党への評価は r＝.80 と強い相関関係にあっ
た.
政治関与行動 a) 立会演説会への参加 (以下, 演説
参加), b) 立会演説会のテレビ放送の視聴 (以下, 演説
視聴), c) 投票会場へ行き投票 (以下, 投票行動) の 3
項目についても, 度数分布を確認した (Figure 2). 演
説参加では, ｢どちらともいえない｣, ｢できれば出席し
たい｣ がそれぞれ 4 割を超えており, ｢出席したいと思
わない｣ が 10％程度であった. 演説視聴では, ｢視聴し
ないと思う｣ が 32.11％, ｢どちらともいえない｣ が
38.23％, ｢できれば視聴したい｣ が 29.66％と, それぞ
れ 3 割程度の回答となっていた. 投票行動では, ｢投票
しないと思う｣ が 5 割を超え, ｢投票すると思う｣ が
13.15％であった. 候補者の演説会への参加や視聴と比
べて, 対象者が投票に対して消極的である点が明らかで





得点との相関関係について検討を行った. Table 1 にピ
アソンの積率相関係数を示す. 他者軽視では, 政治的自









(仮説 2) を検討するため, 政治的関心の平均値 (23.43)
を基準に対象者を低群と高群に分けた後, 各群でピアソ
ンの積率相関係数を算出したのがTable 2 である. 他者
軽視と政治に対する評価 (与党, 日本の政治), 演説会


















































政治関与の資質 .18 ** .12 *
政治に対する無力感 .19 *** -.11 *
政治に対する評価
与党への評価 -.20 *** .06
野党への評価 -.16 ** .05
日本の政治への評価 -.26 *** .10
政治関与行動
演説会への参加 .01 -.05








他者軽視 自尊感情 他者軽視 自尊感情
自尊感情 .00 － -.09 －
政治的関心 -.10 -.09 .10 .08
政治的自己効力感
政治関与の資質 .08 .05 .24 ** .17 *
政治に対する無力感 .15 .01 .27 *** -.22 **
政治に対する評価
与党への評価 -.22 ** -.01 -.18 * .12
野党への評価 -.14 -.02 -.18 * .14
日本の政治への評価 -.26 *** .04 -.26 *** .16 *
政治関与行動
演説会への参加 -.13 -.09 .11 -.05
演説会の視聴 -.20 ** -.05 -.18 * .00










類した (萎縮型 81 名, 自尊型 84 名, 仮想型 78 名, 全
能型 84 名). 政治的関心, 政治的自己効力感, 政治に対
する評価, 政治関与行動の各指標を従属変数, 有能感タ
イプを独立変数として, 一要因分散分析を実施したとこ
ろ, 政治的自己効力感の 2つの指標のうち, 政治に対す
る無力感にのみ有意差が確認された (F (3,323)＝2.66,




能感タイプの主効果 (F (3,319)＝2.72, p＜.05), 政治的
関心の主効果 (F (1,319)＝7.07, p＜.01) がともに有意












Caprara (2009) を参考に, 他者軽視および自尊感情を
外生変数とし, そこから政治関与の資質と政治に対する




動) を仮定した. さらに, 政治関与の資質と政治に対す
る無力感との間の相関係数も弱い関連ながらも有意であっ
たことから, それぞれの誤差間に共分散を仮定した. 分
析結果を Figure 4 に示す. このモデルについては,















































2012 年 7 月調査時は, 民主党の野田内閣が発足して
10 カ月が経過した時期であり, NHKの政治意識月例調
査によると, 内閣を ｢支持する｣ が 27％, ｢支持しない｣
が 56％であった (NHK 放送文化研究所, 2012). この
様な状況下であったことを考慮すると, 対象者である大
学生の政治に対する評価 (Figure 1) が, 100 点満点中
30 点代の平均値であったことは納得ができよう. しか
しながら, 与党や野党への評価では最頻値が 50 点代で
あり, 多くの対象者は満点の半分程度の点数を付けてい
たことになる. 分布の形から推測するに, 50 点代を基
準としながらも, 一部の対象者がさらに厳しい評価を下





政治関与行動 (Figure 2) では, 候補者の立会演説会








う｣ と回答したのは日本で 72.0％であり, アメリカの
34.3％, 中国の 33.1％, 韓国の 51.9％を上回っていた
(日本青年研究所, 2010). 本研究では, 政治的自己効力
感の側面として ｢政治関与の資質｣ と ｢政治に対する無






は 83％が 20 歳未満であり, 有権者ではないが, このよ
うな若年層の投票率の低水準での推移を反映した結果で
あると見ることができよう.
2 . 相関関係, 有能感タイプの比較から
本研究の目的の 1つは, 他者軽視傾向および有能感タ
イプと, 政治に対する評価や政治的自己効力感との関連
を検討することであった (仮説 1). 相関係数 (Table 1)
を算出したところ, 他者軽視と政治に対する評価 (与党,
野党, 日本の政治) との間で, 負の相関係数が有意であっ
た. 予想通り, 他者軽視傾向は, 政治に対する否定的な
評価にも影響することが確認された. また, 政治的自己
効力感との相関関係からは, いずれも弱い正の相関係数































うるのかどうか (仮説 3) について, 仮説モデルの検証
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